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論文の内容の要旨
　本論文は永続的ホールバーニングをサイト選択レーザー分光法として応用し，これを用いてガラスやアルカリ
ハライド申の銅ハライド量子点における励起子状態，フォノンモードおよび励起子一フォノン緒合状態を詳しく
研究したものである。
　まず第一に，励起子がフォノンに与える影響を調べるために，NaC1中のCuC1量子点における量子化された励起
子状態とフォノンモードについてのサイズ依存性を詳しく研究した。その結果，ゼロフォノンホールと衛星ホー
ルとの関係によりNaC1中のCuC1量子点は量子立方体と考えられる事が明らかにされた。また，励起量子状態と基
底量子状態の問の励起子エネルギー差が縦波光学型フォノンのエネルギーと共鳴するときに，励起子一フォノン
結合状態に由来するエネルギーの反交差が明らかに観測された。この実験結果は量子点中の強い励起子一フォノ
ン相互作用を繰り込んだ理論によりよく説明された。
　第二に，永続的ホールバーニングスペクトルにCuBrとCぷ量子点の縦波光学型（LO）フォノンモードが観測さ
れ，そのL○フォノンエネルギーがバルクのLOフォノンエネルギーと比べ，1meVから3meVほど小さい事が明ら
かにされた。また，ガラス申のNaBr量子点で励起子一フォノン結合状態が明らかに観測され，NaBr中のCuBr量
子点で量子化された励起子励起状態のサイズ依存性が測定された。
　第三に，CuC1量子点において閉じ込められた音響フォノンに対して，CuC1量子点の形状や，マトリクスの影響
が調べられた。励起エネルギーが同じ場合は，ガラスとKα中のCuC1量子点における音響フォノンエネルギーは
ほぼ同じだが，Naα申ではその半分の値になることが明らかにされた。これは，マトリクスがCuC1量子点におけ
る音響フォノンエネルギーに影響を与えることを意味する。また，マトリクスがガラス及びKC1である場合とNaC1
である場合，その閉じ込められた音響フォノンがそれぞれ球と立方体の最低振動モードであると同定された。さ
らに，ガラスとNaBr中のCuBr量子点における音響フォノンが球形の量子点の最低振動モードと説明された。
審査の結果の要旨
　本論文は永続的ホールバーニング現象を積極的にサイト選択レーザー分光法として応用して，立方体形状の量
子点中の縦波光学型フ才ノンと励起子の結合状態を明らかにし，また量子点中に閉じ込められた音響型フォノン
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が量子点が埋め込まれたマトリックスに依存している事を実験的に示したものである。綴密な測定により永続的
ホールバーニングを量子点のサイト選択分光法として確立し，かつ量子点中のフォノンの特徴を明らかにした点
は高く評価される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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